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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月14日(2015.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半径方向カーカス補強材を備えたタイヤであって、前記タイヤは、補強要素の少なくと
も２つの実働クラウン層で作られたクラウン補強材を有し、１つの実働クラウン層は、円
周方向と１０°から４５°までの角度をなして次の実働クラウン層とクロス掛け関係をな
し、ゴム混合物の層Ｃが、少なくとも、前記少なくとも２つの実働クラウン層の端相互間
に配置され、前記クラウン補強材には半径方向にトレッドが被せられ、前記トレッドは、
２つのサイドウォールを経て２つのビードに接合され、前記クラウン補強材は、円周方向
補強要素の少なくとも１つの層を有する、タイヤにおいて、前記層Ｃの１０％伸び率にお
ける引張り弾性率は、９ＭＰａを超え、前記層Ｃのｔａｎ（δ）maxで表されるｔａｎ（
δ）値の最大値は、０．１００未満である、タイヤ。
【請求項２】
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　前記ゴム混合物の層Ｃは、天然ゴムを主成分とし又は大部分がシス‐１，４鎖を含む合
成ポリイソプレンを主成分とし且つ場合によっては少なくとも１つの他のジエンエラスト
マー（天然ゴム又は合成ポリイソプレンは、配合の場合、用いられる他の１つ又は複数の
ジエンエラストマーの比率に対して大部分の比率で存在する）及び
　ａ）構造指数がどのようなものであれ、４０～１００ｐｈｒ、好ましくは６０～９０ｐ
ｈｒの比率で用いられるＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇ未満のカーボンブラックか、
　ｂ）沈降シリカ、熱分解法シリカ、アルミナ又はアルミノシリケートから成る群から選
択されたＳｉＯＨ及び／又はＡｌＯＨ表面官能基を含むシリカ及び／又はアルミナ系の白
色充填剤（ホワイトフィラー）又は合成中又は合成後に改質された４０～１００ｐｈｒ、
好ましくは６０～９０ｐｈｒの比率で用いられるＢＥＴ比表面積が３０～２６０ｍ2／ｇ
のカーボンブラックか、
　ｃ）又は、ａ）に記載されたカーボンブラックとｂ）に記載された白色充填剤のブレン
ド（充填剤の全体的比率は、４０～１００ｐｈｒ、好ましくは６０～９０ｐｈｒである）
かのいずれかで構成された補強用充填剤を主成分とするエラストマー混合物である、請求
項１記載のタイヤ。
【請求項３】
　前記少なくとも２つの実働クラウン層は、互いに等しくない軸方向幅を有し、軸方向に
幅の最も狭い実働層の端とゴム混合物の前記層Ｃによって前記軸方向に幅の最も狭い実働
層から隔てられた実働層との間の距離ｄは、１．１φ＜ｄ＜２．２φであるようなもので
あり、φは、前記円周方向補強要素の少なくとも１つの層の前記補強要素の直径であり、
子午線平面で見て、前記ゴム混合物の層Ｃの厚さは、前記層Ｃの軸方向内端と前記軸方向
に幅の最も狭い実働層の前記端との間の軸方向幅にわたって実質的に一様である、請求項
１又は２記載のタイヤ。
【請求項４】
　前記少なくとも２つの実働クラウン層は各々、ゴム混合物の２つのスキムコート相互間
に挿入された補強要素で形成され、少なくとも１つの実働クラウン層の少なくとも１つの
スキムコートの１０％伸び率における引張り弾性率は、９ＭＰａを超え、少なくとも１つ
の実働クラウン層の少なくとも１つのスキムコートのｔａｎ（δ）maxで表されるｔａｎ
（δ）値の最大値は、０．１００未満である、請求項１乃至３の何れか１項に記載のタイ
ヤ。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの実働クラウン層の少なくとも１つのスキムコートは、天然ゴムを
主成分とし又は大部分がシス‐１，４鎖を含む合成ポリイソプレンを主成分とし且つ場合
によっては少なくとも１つの他のジエンエラストマー（天然ゴム又は合成ポリイソプレン
は、配合の場合、用いられる他の１つ又は複数のジエンエラストマーの比率に対して大部
分の比率で存在する）及び
　ａ）構造指数がどのようなものであれ、４０～１００ｐｈｒ、好ましくは６０～９０ｐ
ｈｒの比率で用いられるＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇ未満のカーボンブラックか、
　ｂ）沈降シリカ、熱分解法シリカ、アルミナ又はアルミノシリケートから成る群から選
択されたＳｉＯＨ及び／又はＡｌＯＨ表面官能基を含むシリカ及び／又はアルミナ系の白
色充填剤（ホワイトフィラー）又は合成中又は合成後に改質された４０～１００ｐｈｒ、
好ましくは６０～９０ｐｈｒの比率で用いられるＢＥＴ比表面積が３０～２６０ｍ2／ｇ
のカーボンブラックか、
　ｃ）又は、ａ）に記載されたカーボンブラックとｂ）に記載された白色充填剤のブレン
ド（充填剤の全体的比率は、４０～１００ｐｈｒ、好ましくは６０～９０ｐｈｒである）
かのいずれかで構成された補強用充填剤を主成分とするエラストマー混合物である、請求
項４記載のタイヤ。
【請求項６】
　前記円周方向補強要素の層は、２つの実働クラウン層相互間に半径方向に配置されてい
る、請求項１乃至５の何れか１項に記載のタイヤ。
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【請求項７】
　前記円周方向補強要素の少なくとも１つの層の前記補強要素は、１０～１２０ＧＰａの
０．７％伸び率における割線モジュラス及び１５０ＧＰａ未満の最大接線モジュラスを示
す金属補強要素である、請求項１乃至６の何れか１項に記載のタイヤ。
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